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の正常型の人 31 名、境界型の人 10 名、糖尿病型の人 10 名を無作為抽出した。定期健康診断の際に、血液と唾液を
採取した。参加者は前日の夕食後、絶食。唾液採取の前に 6 回の口ゆすぎの後、全唾液 3 ml を採取した。血液糖化
蛋白は HbAlc、フルクトサミンおよび血糖を測定した。唾液糖化蛋白はフルクトサミン法とヒドラジン試薬法で測定
し、唾液蛋白濃度補正をした。対象者には日常生活習慣について質問紙を用いた調査を行った0・フルクトサミン法で
測定した唾液糖化蛋白は HbAlc とは有意な相関 (r=0.449 ; p=0.001) を示し、血糖とも有意な相関 (r=0.445 ; p= 
0.001) を示した。血中フルクトサミンとの相聞は示さなかった。フルクトサミン法より感度の高いヒドラジン試薬
法で測定した唾液糖化蛋白は HbAlc、フルクトサミン、血糖のいずれとも相関を示さなかったが、血圧と有意な相関
(r=0.395 ; p=0.004) を示し、生活習慣指数とは有意な負の相関 (r=-0.311 ; p=0.026) がみられた。次に、フ
ルクトサミン法による唾液糖化蛋白と、 HbAlc および血糖との相関を、正常型、境界型、糖尿病型の血糖レベルで層
別化してみたところ、糖尿病型でのみ HbAlc と血糖と有意な相関 (r=0.645 ; p=0.044, r=0.675; p=0.032、各々)
がみられた。
〔総括
フルクトサミン法による唾液糖化蛋白は HbAlc および血糖の相関が見られたが、血中フルクトサミンは相関を示さ
なかった。これは血中フルクトサミンが蛋白補正されていないため、蛋白補正された唾液糖化蛋白と相関しないため
A斗I
である。糖化蛋白は血中蛋白以外に、毛髪、皮膚、爪など身体各所で測定可能であることが報告されている。従来、
唾液では糖尿病患者で唾液蛋白の抗菌活性が低下することから唾液糖化蛋白の存在は間接的に示されていた。本研究
で、フルクトサミン法による唾液糖化蛋白が HbAlc および血糖と相関することから、唾液糖化蛋白から血液糖化蛋白
を推測できる可能性が示唆された。しかし、唾液糖化蛋白の生成の機序は不明であり、血中から移行したものか、唾
液中で生成したものかは検討の必要がある。
唾液糖化蛋白の濃度レベルが不明であるため、感度の異なる 2 つの方法で測定した。唾液糖化蛋白の感度の高いヒ
ドラジン試薬法による唾液糖化蛋白は血液糖化蛋白指標および血糖とは相関を示さなかった。これは、唾液中に豊富
に含まれる還元性物質の影響が示唆された。
論文審査の結果の要旨
従来、唾液を用いた糖尿病関連の研究は、唾液糖から血糖値を推定しようとしたものがあるが、唾液中の口腔内細
菌や酵素の分解で意義がないとされてきた。他に、先行研究では、糖尿病患者で唾液蛋白の生理活性が低下する事か
ら、糖化唾液蛋白の存在が間接的に示唆されていた。本研究は、唾液に豊富に含まれる蛋白に着目して、唾液中の糖
化蛋白をフルクトサミン法で直接測定し、血液の糖関連指標(血糖値、 HbAlc、フルクトサミン)との相関を検討し
たものである。その結果、唾液フルクトサミン糖化蛋白と、 HbAlc および血糖値が相関していることを示し、さらに
糖尿病型血糖群でその相闘が5郎、という結果を得ている。
本研究は従来、糖尿病患者で間接的に示されてきた唾液糖化蛋白測定を直接試み、血液の糖関連指標との相関を示
した研究であり、学位の授与に値すると考えられる。
- 478 
